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行い， MLとWLSの他に単純最小2乗法 (SL S)を加えて3つの推定法を比較して，状況の難しい
場合にはSLSが最良であることを示した。次に特殊な場合だけであるが推定量の解析的な研究を行
い，偏りが一般に負となることを見出した。第4章は通常の推定法が反復を必要とするのに対し，反復
を要せずに一致推定量を求める新機軸を打出した。
以上を総合して，本論文は因子分析法に関する著しい知見を加えており，博士論文として価値あるも
のとi忍める O
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